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2018.11.7 

学校図書館支援センター 

 

【神栖市立 A小学校図書館へのご提案】 

 

大きなスペースで凝った展示をしようと思うと準備に時間がかかり、労力に応じて更新も遅れます。

頑張りすぎず、気軽さや続けやすさを重視しましょう。力作以外にも簡単に更新できる小さな見せどこ

ろをいくつか作っておき、ローテーションで更新して常にどこか一ヶ所を新鮮にしておくと、子どもた

ちの目を引きつけられるのではないでしょうか。 

 

 

取り組みやすさ度 … ☆（易）・☆☆（普）・☆☆☆（難） 

★図書委員とともに活動 

１．年間を通しての集客方法（読書週間などのイベント時ではなく） 

ビブリオマンシー（＊２ p.78～79参照）☆ 

 書物占いのこと。カウンター付近に置いておくと、楽しみに来てくれるようになるかも。会話の

糸口になり、よいコミュニケーションツールに。いくつかシリーズで出されているものもあるので、

揃えてみても面白い。 

おもしろい本おすすめクジ（＊３ p.33参照）☆                    ★ 

 こちらもカウンター周りのお楽しみ。駄菓子のポットや空き瓶を利用。図書委員におすすめの本

の紹介文を作ってもらい、くじのように引く。あるいは、なかなか読まないような堅めの本（教科

書の『この本読もう』などからのピックアップ）でも、占い感覚なら選択を楽しめる（この場合は、

学年毎にクジを作成）。定期的に更新を。 

おはなしバイキング（＊１ p.86参照）☆☆☆ 

 業間休みもしくは昼休みに、いろいろな場所でいろいろな教員が読み聞かせをする。誰が読んで

くれるかは当日のお楽しみにしておいて、児童には場所や本のお知らせだけをしておく（図書だよ

りなどで）。児童は当日、自分の興味のある本の場所に行く。 

 あるいは、教員の協力を得られるならば、朝読書の時間に校長先生はじめ全教員がおすすめの本

をもっていろいろな学級へ読み聞かせに行くのも、先生方の素顔が見られて喜ばれる。 
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読書郵便①・②（＊１ p.77～79，p.121参照）☆☆☆                  ★ 

 自分の好きな本や読んで面白かった本を、校内のお友達に紹介する。各学級にはがきを配布し、

図書館と各階に１個ずつポストを設置する。切手や消印のデザインを図書委員に作成させると盛り

上がる。おすすめの本をはがきに書いて、友だちや先生に出す。回収や配達は図書委員の役目。  

よくできたはがきはコピーをして、図書館内に掲示する。 

２．図書室および読書室（それぞれの廊下も含む）の展示・掲示物 

予約本到着のお知らせ（＊３ p.18参照）☆ 

 入り口付近に。友人の名を見つけると、自分の励みになる。 

 

読んでみようリスト（リーフレット）（＊２ p.82～85，＊３ p.39 参照）☆☆ 

 おすすめの本 100冊や県おすすめの本のポスターとともに、それぞれの学年別のリスト（リーフ

レット）を添えて掲示してみてはいかが。手に取って持って帰れるようにすると、読書記録にひと

役買うかも。 

◎読書の木を活用した掲示（読書室前の廊下，＊３ p.19参照）☆ 

 書籍紹介に活用。新着本でもテーマ別の月毎のおすすめの本でも、なんにでも転用可。 

展示用のクリアポケットに入れた本の後ろに書籍紹介文をラミネートしたものを入れておけば、貸

出中の目安にも。 

全職員のお勧め本の紹介新聞（＊１ p.106参照）☆☆☆ 

→おはなしバイキングやおもしろい本おすすめクジと連動させるのもアリ。読書の木を活用して

大々的に紹介してもよい。校長先生から用務員さんまで、すべての職員の方におすすめの本を紹介

していただく。 

よく読まれた本の展示（＊３ p.21参照）☆ 

 年度初めが新鮮。前年度の年間貸出データを抽出して学年別リストを作成。ポスターにして掲示

したそばに実物の展示をし、借りられたら次点の本を繰り上げして展示する。 

ブックカレンダー（＊３ p.23参照）☆☆☆ 

 1 ヶ月の出来事にまつわる本を選んで、カレンダーを作る展示。本にその日のひと言コメントを

添えて展示。面出しが基本なので、広い展示スペースがあることが前提。スペースが狭いもしくは

準備に時間が取れない場合は、『今日の一冊』と題して毎日一冊ずつ紹介しても。 



3 

 

新図書委員の自己紹介をかねて おすすめの本の展示（＊３ p.31参照）☆☆              ★ 

 年度初めだけでなく、１学期間に１冊程度のペースなら更新できるかも。本人の自己紹介を兼ね

たPOPとおすすめの本を合わせて展示。 

◎ブックトーク風につなげて紹介する展示（＊３ p.37参照）☆☆☆ 

 学習とつなげると有効。授業内容以外でも、修学旅行などの学校行事とからめても。大テーマを

元にそこから関連・連想される小テーマへと広げ、それぞれにつながる本を紹介する。 

 

〈参考図書〉   ※すべて少年写真新聞社より刊行 

  ＊１．学校図書館が動かす読書イベント実践事例集／牛尾直枝・高桑弥須子編著 

  ＊２．学校図書館のアイデア＆テクニック／秋田倫子 

  ＊３．発信する学校図書館ディスプレイ／吉岡裕子・遊佐幸枝監修 

他、掲示物作成のヒントに… 

  ＊４．学校図書館を彩る切り絵かざり（型紙つき）／CHIKU著 


